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立山アルミ 中期経営改革計画の進捗状況について

　平成１6年7月29日に公表いたしました、当社子会社立山アルミニウム工業株式会社の「中期経営改革計画」に
関しまして、進捗状況を下記の通りお知らせいたします。

記

【効果実績および計画】
（単位：百万円）

平成17年5月期（立山アルミ第84期）
上期 下期 通期

計画 実績 計画 見込 計画 見込

①事業体質の強化

②仕入れ商品のコスト削減

③経費の適正・効率化

④有利子負債の圧縮

合計

【進捗状況】
①事業体質の強化
　改善の即効性が高い事業系費用の削減が先行し、上期計画を達成する結果となった。
　一方、事業の構造・体質の強化は、事業本部制による業務の統合効果を生む等、徐々に
　効果を現しているが、営業拠点の再配置等は下期に向けた準備体制にある。

②仕入商品コストの削減
　仕入商品コストの低減は従前より課題として捉えており、東京での集中購買体制の構築等が軌道に
　乗った結果、上期計画を達成したと評価をしている。下期は、大阪､名古屋での取り組みを進める。
　他方、資材価格の上昇等があり、コスト削減には厳しい環境であり、利益確保には優先テーマ
　として、施策を着実に推進する。

③経費の適正・効率化
　総務購買経費の使用指針を全社に示すと共に厳格な運用を行ったことで、社内の目標が
　明確となり、経費削減の上期目標は達成した。
　今後新たな削減指針を示し、さらに削減を進める。

④有利子負債の圧縮
　上期の効果計画値はゼロとしている。下期計画達成に向け、株式、不動産の売却の交渉を
　進めると共に、在庫の圧縮を進めている。
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